
介刀
口条

NOC技術ノート No塁 554

いてl2)

前回 il CR/SBRブレンドの加硫について紹介した ． 今

回は，CR/SBRブレンドの加硫ゴム物性，熱老化および圧

縮永久ひずみについて紹介する. CRはTMU-MS, SBR 

はDM/Dを基準としてCR/SBRブレンド比にあわせて変

量した．また，酸化マグネシウムは，CRの比率に関係な

く4phrとした．

図1にCR/SBRブレンド比と引張物性の関係を示した．

今回用いた加硫系の影聾もあるが，CR/SBRのSBR割合

を大きくすると引張応力(M200)が低くなりEBが大きく

なる．熱老化後の物性の 変化率を図2に示した. CRに

SBRをブレンドするとL'.JEBが大きくなる．また，CRよ

りSBRが多いブレンドではL'.JTBも大きくなり加硫ゴムの

耐熱性が劣る．

図3に圧縮永久ひずみを示した. SBRのブレンド比を

大きくすると圧縮永久ひずみが悪くなる．これは，架橋密

度(M200)の低下も原因のひとつである．

実 験

1. 配合

CR 100 75 50 
SER 25 50 
TM U-MS 1. 00 0. 75 0. 50 
DM 0, 50 1. 00
D 0. 13 0. 25
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図1 加硫ゴム物性へ及ぼすCR/SER比の影響

2. 

(1) 引張物性

150℃プレス加硫，加硫時間は，配合にホす．

(2) 熱老化試験

120℃, 96時間．ギャ式恒温槽

(3) 圧縮永久ひずみ

120℃ , 70時間
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ここに記載した内容は，細心の注意を払って行った試験

に基づくものでありますが，結果をすべて確実に保証する

ものではありません．
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図2 耐熱性へ及ぼすCR/SER比の影響
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図3 圧縮永久ひすみに及ほすCR/SBR比の影響
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